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1．はじめに

オヒキコウモリ Tadarida insignis（翼手目オ

ヒキコウモリ科）はロシア（沿海地方），中国，

朝鮮半島，日本，台湾に分布している．国内で

は，北海道から九州まで広範囲で生息が確認さ

れているものの，その情報は断片的であり，環

境省のレッドリスト（http://www.env.go.jp/

press/files/jp/105449.pdf［2017 年 5 月 27 日参

照］）で絶滅危惧Ⅱ類に指定されている．国内

における過去の記録のほとんどは，偶然の発見

による 1〜数頭の確認事例であり（阿部 1961；

今泉・吉行 1965；吉倉 1969；冨田 1979；浜口・

一寸木 1985；船越ら 1987；Yoshiyuki 1989；山

本ら 2004；野呂 2014），その生態には未解明な

点が多かったものの，近年では宮崎県，高知県，

三重県，京都府および静岡県の島嶼の岩場や広

島県の校舎内で数十〜数百頭のコロニーが見つ

かっている（船越・山本 2001；寺山 2002；Sano

2015；船越ら 2016）．

船越ら（1999）は，宮崎県の枇榔島において

オヒキコウモリの定期調査を実施し，本種の飛

行時間が日没後約 30 分後から日の出前約 40 分

までであることや，成獣雌が 7〜8月に出産・哺

育をしていること，気温 15℃以下で不活発にな

ること，冬季は多くの個体が他所に移動するも

のの，一部は枇榔島に留まって越冬することな

どを報告している．

佐賀県においては，2012 年に初めて本種が確

認されたものの（大宅・久冨 2013；大宅ら 2013），

その後詳細な調査は実施されておらず，生息範

囲や活動時期などは不明である．

そこで著者らは，佐賀市内におけるオヒキコ

ウモリの活動範囲や活動の季節性を明らかにす

るため，2016 年 2月から 1 年間，ほぼ毎日夜間

に，本種が飛翔中に発する音声を調査した．

2．調査方法

オヒキコウモリは人間の可聴域である

11〜14 kHz の特徴的な音を発することが知ら

れている（Sano 2015）．音声が可聴域であり，

かつ，佐賀県内で未記録ではあるが，確認でき

る可能性のあるコウモリとして，ヤマコウモリ

Nyctalus aviator（翼手目ヒナコウモリ科）とヒ

ナコウモリ Vespertilio sinensis（翼手目ヒナコ

ウモリ科）がいるが，両種の音声の周波数はい

ずれも 20〜21 kHz であり（Fukui 2015a, b），オ

ヒキコウモリとは明確に区別可能である（船越

2010）．

調査は 2016 年 2 月 1 日から 2017 年 1 月 31

日までの期間，毎日夜間に実施した（ただし，
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2016 年 7 月 11〜15 日，8 月 17〜18 日，11 月

12〜14 日の計 10 日を除く）．佐賀市中心部の

佐賀駅から佐賀大学周辺にかけて任意の 1〜

数ヶ所において，原則的に毎夜 20〜24 時の間

の概ね 30 分以上，コウモリが飛翔中に発する

音声を調査し，音声が聴こえた場合には

iPhone 用アプリ SpectrumView（OxfordWave

Research Ltd, Oxford）を用いて周波数や発音

頻度を確認し（図 1），オヒキコウモリによるも

のか否かを判断した．また，必要に応じて

iPhone6 のボイスメモで音声を録音した．

オヒキコウモリの音声と判断された場合に

は，聴こえた日時および場所を記録した．調査

結果は各月の旬ごとに取りまとめ，（確認日数

／調査日数）により旬ごとの確認日の頻度（％）

を算出した．

佐賀市における調査期間中の旬平均最高およ

び最低気温は佐賀地方気象台による観測記録を

使用した（http://www.data.jma.go.jp/obd/

stats/etrn/ index.php［2017 年 3 月 30 日参

照］）．

3．結果

1 年間の調査の結果，オヒキコウモリの音声

は佐賀市内の佐賀駅周辺から佐賀大学周辺にか

けての広い範囲で確認された（図 2）．

本種の音声の確認頻度と気温の変化を図 3 に

示す．今回の調査では，本種の音声が初めて確

認されたのは 2016 年 2月 28日，最後に確認さ

れたのは 2016 年 12 月 18 日であった．2016 年

2 月上旬〜中旬，および，2016 年 12 月下旬

〜2017 年 1 月下旬にかけては音声が確認され

なかった．2016 年 2 月下旬〜12 月中旬にかけ
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図 1 ．SpectrumView でのオヒキコウモリの音声（点

線で囲んだ部分）の確認例（音源は 2014 年 10 月

25日に佐賀城跡にて録音したもの）．

図 2 ．オヒキコウモリの音声が確認された場所（国土

地理院の地図を利用）．音声が聞こえる範囲は不詳

であるが，本図では仮に，調査した場所を中心とし

た半径 250 m の円で示した．なお，調査を実施し

た場所ではいずれも音声を確認することができた

が，場所により調査回数や調査時期に大きな偏り

があるため，地点ごとの確認頻度は示していない．



てはほぼ継続的に音声が確認され，2016 年 4月

中旬〜5月上旬，および，10 月中旬〜下旬は確

認頻度が特に高かった．ただし，2016 年 3月中

旬〜下旬，5月下旬〜6 月上旬，7月中旬〜下旬，

8 月中旬には 1 度も音声が確認されなかった

（図 3）．

また，2016 年 4 月 14 日の熊本地震の前震

（21：26 発生；佐賀市内震度 4）の直後に，佐賀

大学構内において，オヒキコウモリが通常に比

べ激しく鳴いているのが確認された（図 4）．な

お，4月 16日の本震は未明（午前 01：25）の発

生であったため，地震直後の音声の有無は調査

していない．

4．考察

本研究では本種のねぐらを特定する事はでき

なかったが，一連の調査結果より，佐賀市内で

頻繁に音声が確認されたため，市内周辺にオヒ

キコウモリのねぐらがある可能性が高いと考え

られた．

年間を通してみると，本種の音声は冬期には

ほとんど確認されなかった．この時期は旬平均

最高気温が 15℃を下回っていた（図 3）ことか

ら，船越ら（1999）が枇榔島個体群で指摘した

ように，佐賀市内においても低温のため活動性

が低下しているか，あるいは，他の場所に移動

しているものと考えられた．

また，2016年 2月末から音声が一旦確認され

始めた後の 2016 年 3 月中旬〜下旬にかけて，

再び音声が確認できなかったが，この時期の旬

平均最高気温は 15℃を越えていたものの，3月

上旬に比べると気温が低く，旬平均最低気温が

10℃を下回っていたため，やはり低温のために

活動が確認されなかった可能性がある．

2016 年 5〜9 月にかけては，旬平均最低気温

が 15℃を上回っていたにもかかわらず，本種の

音声が確認されない時期が見られた．この一時

的な活動の低下には 2 つの可能性が考えられ

る．1 つ目は前述のように，授乳期（7〜8 月）

のメスは夜間の飛翔活動が断続的になると考え

られているため（船越ら 1999；寺山 2002），佐

賀市の個体群もこの時期に哺育をしており確認

頻度が低下した可能性であり，2 つ目は，本種

が繁殖のために他の場所に移動し，佐賀市内の

個体数が減少している可能性である．

今後，本種のねぐらにおいて周年を通した観

察を実施できれば，季節を通した本種の個体数

の変動や，5〜9月にかけて確認された活動の断
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図 3 ．佐賀市内における 2016 年 2 月から 2017 年 1 月にかけての旬ごとのオヒキコウモリの

音声確認頻度（％；左軸）および佐賀市における最高・最低気温の旬平均値（℃；右軸）．



続性の原因を明らかにできるだろう．

熊本地震の前震の直後（図 4）と通常の時期

（図 1）を比較すると，オヒキコウモリは地震直

後に，通常よりも激しく鳴いただけでなく，よ

り低い周波数で強く鳴いたことが明らかになっ

た．この理由は不明であるが，大きな地震直後

のオヒキコウモリの観察事例はほとんどないの

で，ここに記録しておく．

5．おわりに

今回の調査から，オヒキコウモリはほぼ周年

にわたり佐賀市内において活動している事が明

らかになった．本種は建物の壁の隙間などをね

ぐらとすることが知られている（寺山 2002）．

今後，市内において詳細なねぐらの場所や数が

判明し，定期的な観察や赤外線センサーカメラ

などを用いた調査が実施されれば，佐賀市内に

おける本種個体群の生息状況をより詳細に明ら

かにすることが可能となる．

また，本種の音声は可聴域であるため，他の

多くのコウモリと異なり，バットディテクター

などの専門の機材を用いずとも夜間の活動状況

が調査可能である．さらに，本研究のように，

スマートフォン用のアプリ等を併用することに

より，音声の周波数や発生頻度をデータとして

保存する事も可能である．

今後，他地域においても同様の調査が実施さ

れれば，オヒキコウモリの詳細な分布域や活動

の季節性における地理的変異など，本種の基礎

生態が明らかにできるものと期待される．さら

に，環境影響評価などにおいてこうした手法を

取り入れた調査が実施されれば，本種のより詳

細な分布域が明らかになり，生息地や活動域の

適切な保全にも貢献できる可能性がある．

今回紹介したように，やり方によっては希少

生物の生態を手軽に記録できる場合もある．も

し会員の皆様の中で，興味を持たれている身近

な生物に関してどのように調査・記録すればよ

いか相談されたい内容があれば，是非お気軽に

佐賀大学農学部システム生態学研究室にご連絡

頂きたい．
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図 4 ．熊本地震前震（2016年 4月 14日）の直後に佐賀

大学構内において確認されたオヒキコウモリの音

声のソナグラム．図 1 よりも低い周波数で激しく

鳴いている．
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